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石狩･後志･小樽市３地区より選出               
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総会･研修会にて選出･決定               

企画

経理

（
専
門
部
）

（
会
員
所
属
校
長
会
）

６
　
ブ
　
ロ

20
地
区

市

町

村

数

会
員
数

179

553

代
議
員
数
36

（
20
＋
12
）

部
長

部

員

幹

事

副
部
長

事務所

経営部 研修部 対策部 情報部 備　　　考

１ 名

地 区 理 事 地 区 理 事 地 区 理 事 地 区 理 事

会長の推薦 会長の推薦 会長の推薦 会長の推薦

１ 名 １ 名 １ 名

１ 名 １ 名 １ 名 １ 名

２ 名 ２ 名 ２ 名 ２ 名

４ 名 ５ 名 ５ 名 ２ 名

事務主事（１名）･ 会計主事（１名）

会長委嘱

理事研修会承認

１　区
（ブロック） 

（石・後）

３　地　区

２　区
（ブロック）

（上・宗・留）

４　地　区

３　区
（ブロック）

（檜・渡）

３　地　区

４　区
（ブロック）

（空・胆・日）

３　地　区

５　区
（ブロック）

（十・釧・根・オ）

６　地　区
（
地
区
）

会
員（
単 

併 

義
）

理
・
役
・
幹

代
議
員

小
樽
市

後

志

石

狩

留

萌

宗

谷

旭
川
市

上

川

オ
ホ
ー
ツ
ク

根

室

釧
路
市

釧

路

帯
広
市

十

勝

函
館
市

渡

島

檜

山

日

高

胆

振

空

知

7

38

1

3

1

　

1

22 1 2 2 2 1 1 1 1 2 2 1 12 1 33 1

1 1

1

1 1

1

1 1

1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

24 12 3425 2111 10 19 19 37 3414 1520 19 4843 14

22 1 8119 7 7 710 1124 18 181 1 1 510
（

）

（

）

（

）

（
市
・
町
・
村
）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

　

）

（

）

（

）

（

）

（

　

）

（

）

（

）

（

）

（

　

）

（

　

）

（

）

（

　

）

（

　

）

（

　

）

11
1
0

24
0
0

34
2
2

（

）

（

）

（

）

（

）

9
2
0

17
4
0

23
2
0

27
3
4

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

42
1
5

14
0
5

13
1
1

15
3
2

13
0
1

33
0
1

（

）

（

）

（

）

17
1
1

17
1
1

10
0
0

（

）

（

）

（

）

14
0
0

38
1
4

35
0
2

112

・・・・・・
3111

112

144616
・・・・・・

410

7714
・・・

・・・

11

 97
・・・

・・・

1113

6817
・・・・

・・・・
61

15

　131
・・・

・・・

2 1

2 3

１ブロ74名

単置校 併・義

69 ３・２

２ブロ91名

単置校 併・義

76 11・４

６　区
（ブロック）

１　地　区

札
幌
市

5

1

3

31

96

1
（
十
　
　
区
）

（

）

94
0
2

６ブロ96名

単置校 併・義
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３ブロ48名
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単置校 併・義

87 １・６

５ブロ150名
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Ⅱ　北海道中学校長会　令和７年度　組織構成

１　組織・運営図
⑵運　営　機　構　　　　　  ⑴組　織　機　構
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２　組織運営の関連図

３　全日本中学校長会と北海道中学校長会組織との関連

北海道中学校長会総会・研修会 毎年１回 ,4 月または５月に開催

任　務 最高決議機関

会長・副会長・事務局長・事務局次長２名・会計理事・
地区理事・運営委員・代議員・幹事・事務主事・会計主事

（計86名）で構成

地区会員20名につき１名，端数あるときは１名加えた人数を
各地区で選出し，届け出る（36名）

構　成

代議員

（道中）理　事　研　修　会

運営委員交流会

名　称

名　称

　必要に応じ会長が招集（定例 ４・４・９・11 ２月，
他に随時で）し，会務の執行方途を討議
☆ 本会の業務執行機関で，総会に対して責任を負う。

会長・副会長・事務局長・事務局次長２名・会計理事・
地区理事・運営委員・幹事・事務主事・会計主事（計50名）
で構成

任　務

業
務

構
　
成

構　成

諮 問 機 関

副 会 長 研 修 会

五役・副会長・専任職員12名で構成

会運営上の必要事項協議

部　長　研　修　会

五役・各部長・副部長で構成

専門部業務推進事項協議

会 務 執 行 機 関

監 査 報 告

 会長・事務局長・事務局次長２名・会計理事
 幹事・事務主事・会計主事

・理事研修会への報告・提案・推進に関わる業務の遂行
・会務の方向に対する検討
・その他，必要事項の業務処理

・各ブロックの情報交流　
・会計の監査

委員長　１名
委　員　５名

（各ブロック１名宛選出。
　 　　互選で委員長を選出）

構　成

業　務

組 織 的 業 務 推 進 機 関

事 務 局 研 修 会

会
務
の
執
行
状
況

監 査 報 告

役 　 　 職 選出母体並びに内容 北海道中学校長会との関連

会 長

理 事

部 長

会 計 監 査

幹 事

専 門 委 員

代 議 員

副

会

長

全
日
本
中
学
校
長
会
（
全
日
中
）
本
部
（
会
員
約
九
千
名
）

（
　
兼

常

任

理

事
　
）

総
会

（在京）（理事会推薦総会承認）

１　北海道地区（１道179市町村）     

２　東北地区（６県）     

３　関東甲信越地区（１都９県）     

４　東海北陸地区（７県１市「名古屋」）     

５　近畿地区（２府４県）     

６　中国地区（５県）     

７　四国地区（４県）     

８　九州地区（８県）          

派遣業務と会務関連

道中会長兼務

・副会長より２名（ブロック順で）と事務局長が兼務

・全日中会長の指名による

・道中６ブロックより各２名宛選出

・編集協力員として情報部副部長が兼務

・副会長１名がブロック順で兼務

人数

１名

３名

１名

12名

１名

・総務・会計・教育研究・教育情報・生徒指導・
　編集・事業・予算対策・給与対策各部長は会長
　委嘱

・都府県より各１名，但し北海道に限り３名

・年次毎各地区交代で３名が当る

　教育課題検討専門委員会

◎最高決議機関会則12条内容を決定(役員・予
　算・会則・重要懸案)
・地区会員50名に１名及び端数につき１名を加
　えた人数

・各部の委員（道中事務局担当理事に相当）と
　し都近県より会長委嘱
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